
大学は平成25年4月に文学部に教育学科を開設するために
平成24年5月に文部科学省へ設置申請を行いました。
教育学科は、教育および社会に関する幅広い知見と
教育に関する専門的な技能を獲得させ、
発達の多様な可能性を探求・研究し、次代を担う人々の成長を
促進し共生社会を形成・創造するための資質・能力をもった人材を
育成することを教育目標としています。

1880年（明治13）、隅田川で始まった学習院の游泳教育。

その游泳教育を支えてきた施設「沼津游泳場」が、
1912年（明治45）年の完成以来満100年を迎えました。

そこで今回は、
質実剛健の「学習院らしさ」を具現してきた游泳教育の歴史を振り返りながら、
院内各科の担当教員にこの伝統行事の教育的意義をお話いただき、
また実際に参加した卒業生や、指導にあたった学習院沼津游泳会の方々から、
忘れがたい思い出やそこで学んだことについて語っていただきました。

安全な環境を守るための施設改修状況についてもあわせてご報告いたします。

① 入学定員を50人とします。

② 教育学科は「小学校教諭1種免許」の教職課程の認定を受け、学科の目的

を「小学校教員の養成」とします。

③ 現行15学科が課程認定を受けている中高の教職課程の「教職に関す

る科目」担当の専任教員5人を含め12名の専任教員で教育学科の

核を組織し、小学校教員養成と現行の中高教員養成の有機的かつ

総合的な推進を図ります。

④ 卒業後の進路は小学校教諭が中心です。少数ながら大学院（本学にも数年

後に教育学関係の専攻を開設申請予定）への進学や、進路変更により

社会教育、地方自治体、教育産業への就職者も想定しています。

⑤ 言語教育および体験型学習に関する指導において資質能力の高い小学

校教育の教員を養成します。

　言語教育については、今後社会のグローバル化の進展に伴い日本語

の理解が必要な児童が増大することが予測されることから、教育現場の

ニーズに応え、国語教育、英語教育、外国籍児童への日本語教育に関して

高い知見と技能を有する小学校教諭の養成を目指しています。

　体験型学習については、環境教育、ボランティア学習など参画型共生

社会を実現するために必要な知識および技能を身につけるための体験型

学習を指導できる教員を養成します。 沼津游泳演習の動画は下記のURLよりご覧いただけます。
http://www.gakushuin.info/tv/








